
～事故事例に学ぶ～ 

埼玉県危険物事故防止連絡会 

 

 

 

１ 発生年月 

  平成２１年７月 

 

２ 施設区分 

  一般取扱所 

 

３ 物質区分 

  第４類第２石油類（灯油） 

  

４ 事故概要 

  一般取扱所で固定注油設備からミニローリーのタンク（容量 450リットル）

に灯油を注入中、タンクから灯油約 160リットルが溢れて、その一部が敷地

外（水路）に流出した。 

 

５ 事故原因 

  灯油の注入中、作業員がその場を離れたため過剰注入に気づかず、灯油が

流出した。 

   

６ 対策 

  危険物の取扱中はその場を離れない。やむを得ず離れる場合は、取扱いを

中断するか他の者に引き継ぐなどの措置を講じる。 

 

＜関連する保安教育資料＞ 

  「１０ 不注意等による事故を防ぐ」（平成 20年 7月発行） 
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